ヒポクラテスと破傷風(研究余話) by 桜井,信夫
〔千葉医会誌 47，155，..156，1971) 
〔研究余話J ヒポクラテスと破傷風
破傷風菌は，一体いつ頃からこの地球上に存在してい
るのであろうか? 地球が誕生して約 10億年を経て，
岩石からにじみでた原始大気や原始水の中に生命が出現
したと考えられている約 35億年前， 地球上には酸素が
なかったという， さらに約 10億年たって太陽エネルギ
ーを利用して光合成反応で酸素を遊離する葉緑素をもっ
た藻類が出現するまでの嫌気状態の中で，進化してきた
単細胞植物の中に，環境の有利さのゆえに，恐らくガス
えそ菌や破傷風菌のような C10stridiaが含まれていた
ものと想像している。
破傷風について，われわれが現在利用しうるもっとも
古い確実な証拠は， 2400年前のヒポクラテスの記載りで
はないだろうか? ヒポクラテス全集は，コス，クニド
ウス，シシリーなどでの彼の講義を弟子たちが書き留め
たノートをもとにアレキサンドリア学派の人々がまとめ
たもので、戸全く同一の講義のノートと思われるものが，
あるものは詳しく，あるものはメモ程度にと繰返しでて
くるのを対照しながら読んでいると，今も昔もまじめな
学生とそうでないものとがいるものと苦笑を禁じ得な
い。このような各処に分れた記載を総合すると，彼の破
傷風についての観察と治療法とは，今日なお新鮮さを失
っていない。負傷後に強直，痘撃が起ると非常に危険で
あると警告し，下行性破傷風症状の発現を詳しく記載し
ている。彼は，明らかな破傷風死を 5例，他病症例に千
葉市内での発生例とほぼ同一経過をとっているものがあ
り，恐らく破傷風死を遂げたものと考えられる l例の 6
症例を記載しているが，上行性かと疑われるものは l例
である(昭和 40年 11月千葉市発生例3)と比較して)。受
傷時，葡萄酒以外のもので潤しではならないし，しかも
手近の冷たいものは使用しではならず，葡萄酒に浸して
煮沸し微温にさました羊毛を受傷部にあて，圧抵帯もま
た葡萄酒で消毒することを命じている。冷たい葡萄酒を
使うと，後で痘撃を起す恐れがあると記載しているが，
華岡青洲が消毒に焼酎を熱してから“手引加減"にした
ものを使用し，冷たいものを使うと後で風湿の患ありと
警告している 4)のと軌をーにしている。
予後に関して，破傷風にかかると 4日以内に死に，も
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し4日間を経過すれば助かるというのと， 3，5，7日ま
たは 14日で死ぬ，もしこの期間を経過すれば健康にな
るというふたつの記載があるが，このいずれも正しい。
破傷風死を遂げるものの 80%は4日以内に死亡， 20% 
は 1，..2週以内に死亡し，外科医は現在でも 2週を経過
しなければ患者家族にもう大丈夫とはいわないのが常識
になっているのである。彼の症例では，戦闘中の負傷 2
例が受傷後， 2，3日で死亡，右第 2指挫滅創から潜伏
期 7日，発病後 6日で死亡(船長)， 潜伏期不明で発病
後3日で死亡(農夫)， 潜伏期不明で発病後死亡までの
期間不明(ダモンの息子リノン，千葉に類似症例あり)， 
アンギーナとして記載されたもので発病後 5日夜半 (6
日早朝?)死亡となっており， 6例中おそらくは 4例が 
4日以内に死亡している。
治療中，窒息発作の際は顎に治うてカニューレを挿入
して空気を肺に送り得るようにし，疾をできるだけ速か
に排除して肺臓を小さくなし(呼吸を楽にするという意
味か?)栄養補給は微温の蜂蜜合剤ゃなるべく多量の白
葡萄酒を飲ませるが，もし口から与えることが不可能の
ときは，管をもって鼻孔を通して注入する。カニューレ
や鼻カテーテノレの材質についての記載はないが，これが 
2400年前の治療法であることは驚嘆に値する。全身の強
直にはニガヨモギ、または月桂樹の葉， ヒヨスの種子と乳
香を摺り混ぜ，白葡萄酒と等量のオリーブ油とに浸し，
温めて温軟膏とともに体に塗布し，さらに，鎮滝剤とし
て，精神錯乱を起さぬ程度に蔓陀羅華の根を飲ませてい
る。かくして，治癒するものは時々強直性痘撃はあって
もその間隔が次第に遠のいて， 長くとも 40日を超えれ
ば回復する。この回復にいたる経過は，江戸時代原南陽
が記載した症例中 5)にほとんど一致したものがある。破
傷風患者の頑固な便秘は一つの特徴であるが，彼は薄い
よく煮沸した穀物粘液汁と蜂蜜を混じたもので涜腸して
いる。重湯あるいはお粥に蜂蜜あるいは牛乳を混じての
注腸栄養法は， かつて 10数年前までの馬飼育時代のウ
マ破傷風の治療に千葉県でも実施していた症例(香取郡
山田町) を収集しており，“まるで涜腸みたいで， でき
るだけ長く腸内に留らせるのに苦心した"と飼主は証言
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していた。
これらの薬剤を成書り)について調べてみると，ニガヨ
モギ ArtemisiaAbsinthium，L.の精油は麻酔性があ
り，月桂樹葉の作用はわからないが， ヒヨス Hyoscya-
mus niger，L.の日本産はハシリドコロで長野，埼玉に
産し， hyoscyamine，atropine，scopolamine などの
アルカロイドを含有し，鎮痘，催眠作用があるのは御存
じの通りである。乳香 PistaciaLentiscus，L.は中風
口禁(破傷風など)の漢方薬として古くから使用され，
蔓陀羅華 Daturaalba，Neesにいたっては，青洲が乳
癌手術時の麻酔に使用した通仙散(麻沸散)の主剤で，
彼がその用量を決定する時，母と妻とを実験台とし，母は
死に至り，妻は失明するまでの凄じい姑と嫁の心の争い
は小説や映画で余りにも有名である。しかし，塗布薬の
鎮痘作用を疑う方々もおられるかも知れないが，古代欧
州民間で蔓陀羅華は Hexensalbe(魔法軟菅)の主成分
として睡眠および種々の想像作用を現わすために用いら
れており戸塗布薬の鎮痘作用は期待しうるし， 内服薬
と協力作用を現わしたものと考えている。また，抗毒素
血清のなかった時代に破傷風を癒しえたろうかと疑う人
々は，原南陽が破傷風は十に五六を治すべしと記載して
いることを知るべきであろう。現在， トキソイド接種を
受けていない人々が破傷風になった場合，まず死を約束
されたといってもいい過ぎではあるまい。現在果してそ
の死亡率 40....50%と断言できょうか? 本学外科の先
達三輪徳寛先生は，テトロドトキシンだけで治癒せしめ
た破傷風 l例を記載している♂私はヒポクラテスが上
述の治療法での治癒倒を経験していることを信じて疑わ
ない。
彼はまた，創傷を伴った脱臼はすぐ手当せよ，遅れた
ときは 10日以上たってから整復せよ。大体 2，3日， 
4日位から 7日位で死亡するものが多いし，死因の主な
ものは痘撃であるとし，特に下腿の負傷が破傷風に躍り
やすいことを警告している。それにもかかわらず治療し
て破傷風になると，医師の責任とされて人々に非難され
るそ、と，本疾患が現在も医療過誤として訴訟にもちこま
れやすいのと同様の危険性について述べている。彼は脱
臼整復時，弱い慕藍 (Veratrumsp.)根の飲料を与え
て効果を認めている。この根茎のアルカロイドの血管拡
張作用によって脱痘発生を予防したようであるが， ま
た，その知覚麻庫作用をも期待したようにもとれる。し
かし，本剤がはなはだ危険であることは今も昔も変って
おらず，彼も本剤を飲んだ、後で、痘撃がきたら致死的であ
ると述べている。
こうして見てくると， ヒポクラテスが医聖として尊敬
されているのもまた当然というべきであろう。 
(1971.5. 12受付)
文 献 
1.193ヒポクラテス全集，岩波書店，今裕訳:1)
2)岡村辰典訳: 新しい医学史への招待，医学研究社， 
1969. 
3)桜井信夫ほかz 千葉県医師会報， 18，309，1966. 
4)呉秀三: 華岡青洲先生及其外科，思文閣， 1923. 
5)原南陽: 叢桂亭医事小言，巻之五，享和 3年 (180 
3). 
6)宮前武雄= 図説和漢薬応用の実際，南山堂， 1938. 
7)赤松金芳z 新訂和漢薬，医歯薬出版， 1970. 
8)三輪徳寛z 三輪外科診断及療法，第 l巻，第 2編，

克誠堂， 1930. 

